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：アンマン南30 km
：死海東側
：NCARE小麦圃場

（外務省HP）

：作物生育を考慮した、土壌中における二次元の物質・熱移動に関する数値解析モデル (WASH_2D)

：現地の気象情報および気象予報データ

（灌漑停止期間中の蒸散量に比例すると仮定した）純収入を最大化させるように毎回の灌水量を最適化させる、
シミュレーション灌漑法の提示と（日本・チュニジアでの）検証試験の実施 (Fujimaki et al., 2014)

シミュレーション灌漑の有効性がより高まると期待される、半乾燥地域での検証試験の実施 (Nov.2015-Jun.2016)

：シミュレーション灌漑による、収量・粗収入の増大
：コスト（灌漑水用）の削減が課題


